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令和元年度 第３回 大阪府立枚方高等学校学校運営協議会議事録 

 

協議会委員 

 堅田利明、高田 茂、北村 剛、森 隆裕、麻生恭子、井谷和子 

事務局 

 小嶋信男 校長 

 田原 聡 教頭 

 山口範晃 事務長 

  前出和彦、富田哲司、中村秀治、藤本信吾、梅﨑 亮、高沖 敦 

 

進行 本校教頭 田原 聡 

  

１ 校長挨拶 

  大学入試改革の頓挫や、国際教養科から国際文化科への改編が決定するなど、あ

わただしい一年だった。本日は、本校の「学校教育計画」（平成３１年度の評価と令

和２年度の計画案）を審議していただきたい。 

  また、卒業式にもぜひご出席をお願いしたい。 

 

２ 事務局より 

（１）令和元年度学校経営計画及び学校評価、授業アンケートについて 

   学校教育自己診断について 

     

  ①第２回授業アンケートの集計結果について 

   ９項目のうち１項目が０．０１ポイント下がったが、後の８項目は上昇してい

る。非常に高い評価であった。 

  ②学校教育自己診断分析結果報告 

   ・分析の手法として改善したこと 

  〈１〉中央値を正確につかむため、肯定率に加えて評価段階（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）

別に評価率を算出し、前年度のデータと比較検討した。 

  〈２〉前年度比較で評価率の変化が大きいものについて校内で共有を行った。 

   ・分析の内容 

    詳しくはＨＰ内の「令和元年度学校教育自己診断について」をご覧ください。 

  ③「平成３１年度学校経営計画」について 

   今年度の「学校教育自己診断」や「授業アンケート」の分析結果等をもとに達



成状況を評価した。進路実績等、最終のデータを待って評価する部分もある。 

  ④「令和２年度学校経営計画」について 

   これまでの方向性を維持しつつ、先に説明した「学校教育自己診断」や「授業

アンケート」の分析結果も踏まえて作成。新たに国際文化科への改編に関わる

項目を追加した。    

     

（２）各分掌より 

  ①進路指導部より 

  ・今年度の進路決定状況  

   公募推薦の合格者が増えた。大学の定員締め付けがやや緩和し、生徒も安全志

向で受験する傾向があるため。センター試験の出願数がこれまでで最も多かっ

た。 

  ・１・２年生の状況 

   １１月の模擬試験（ベネッセ）を全員受験する。今年度から実施。 

   進路ＨＲや「総合的な探究の時間」を利用して様々な進路指導を実践している。 

  ②文化国際部より 

  ・海外滞在研修の実施報告（報告書をもとに） 

  

（３）「平成３１年度学校経営計画」及び「令和２年度学校経営計画」の承認について 

       

    協議・意見交換ののちに実施 

          

３ 協議・意見交換 

 

  議長交代 教頭から会長へ 

 

Ｑ メルマガの加入率はどの程度なのか。 

Ａ だいたい各学年で半数くらいの方が登録をしている。 

Ｑ 資料（特に「学校経営計画」）を早くもらえればじっくり目を通せる。 

Ａ 「学校教育自己診断」の集計等で時間がかかりぎりぎりになってしまった。次年

度以降努力する。 

Ｑ 「学校教育自己診断」（教員版）において、１９「校則」についての項目の評価を

どのように受け止めているか。 

Ａ 学校生活を安全かつ健全に過ごしていくために校則は大変重要なものである。し

かし社会が大きく変わり続ける中で、常に点検する視点を持たねばならないと考え

ている。 



Ｑ 自主性・主体性に関して、「学校経営計画」の中にも主体性を育むとあるが、どう

されているのか？先日放映があった映像を見せていただいたが、とてものびのびと

していい印象だった。 

Ａ 様々な授業で、グループワーク等の機会が増え、それぞれが意見を交換し合う機

会が増えた。高校も大きく変化している。今後はＩＣＴ機器なども充実し、ますま

すそのような機会も増えていくだろう。 

〈関連したご意見〉 

・仲間づくりから個を大切にする教育への切り替えが大事である。その過程で先ほど

の校則の問題とも関連する。集団社会と個とのあり方の中で「ルール」づくりをし

ていく必要がある。 

・小学校でも、「主体的・対話的」な教育を目標に、一足早く新しい学習指導要領が始

まる。まずは先生たちが変わっていかなければならない。授業のスタイルも評価方

法も大きく変化する。そしてこの子らが中学校や高校へと上がっていく。そのこと

をぜひ押さえていてもらいたい。 

Ｑ アンケートにおける「総合的な学習（探究）の時間」について、生徒の評価は高

いが教員の評価はそこまで高くはない。その点をどう受け止めているか。 

Ａ 本格的な実施を始めてまだ日が浅く、新しい企画も多い。内容や狙いなどを共有

する時間が十分にないなど、まだまだ課題はある。 

     

 承認事項の確認 

          

「平成３１年度学校運営計画」の評価、および「令和２年度学校運営計画」について、

全会一致で承認。 

   

 議長交代 会長から教頭へ 

 

４ 謝辞（校長） 

 「学校経営計画」は今後、府からの指示で若干の変更する可能性もある。 

 今年度は本当にお世話になりました。いただいたご意見をもとに、先生方と協力し

てよりよい学校運営を目指していきたい。        


